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開
催
に
あ
た
っ
て

　
近
年
、日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
富
山
県
は
比
較
的
災
害
の
少
な
い
県
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

過
去
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
富
山
県
は
雄
大
な
立
山
連
峰
を
は
じ
め
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
一
方
を
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
観
光
資
源
も
豊
富
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
立
地
、
地
形
、
気
候
な
ど
は
時
に
災
害
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
春
先
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
は
幾
度
も
大
火
を
誘
発
し
、

高
山
か
ら
流
れ
出
る
急
流
河
川
は
夏
場
を
中
心
に
洪
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
冬
に
は
季
節
風
に
よ
る
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
幕
末
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
発
生
し
た
「
飛
越
地
震
」
は
、
地
震
と
水
害
の
複
合
災
害
と
し
て
今
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
富
山
湾
の
特
異
な
わ
ん
曲
が
も
た
ら
す
寄
り
回
り
波
の
被
害
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
は
、
当
館
所
蔵
の
史
資
料
を
も
と
に
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
災
害
の
記
録
と
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
た
人
び
と
の
努
力
の

跡
を
た
ど
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
が
当
館
開
館
三
十
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
当
館
の
役
割
を
確
認
し
、
記
録
を
収
集
保

存
し
次
世
代
に
語
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
紹
介
し
ま
す
。こ
れ
を
契
機
に
、今
後
の
安
心
・
安
全
な
富
山
県
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、多
く
の
方
々
や
機
関
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
国
立
公
文
書
館
　
国
立
国
会
図
書
館
　
富
山
地
方
気
象
台
　
石
川
県
立
図
書
館
　
富
山
県
立
図
書
館
　
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
　
富
山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
四
季
防
災
館
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
　
富
山
市
郷
土
博
物
館

　
富
山
市
売
薬
資
料
館
　
高
岡
市
立
伏
木
図
書
館
　
東
京
大
学
出
版
会
　
富
山
県
総
合
政
策
局
防
災
・
危
機
管
理
課
　
富
山
県
土
木
部
砂
防
課

　
県
内
各
市
町
村
防
災
担
当
課

　
荒
木
宏
（
小
矢
部
市
）　 

高
堂
肆
朗
（
富
山
市
）　
　 

高
安
悦
郎
（
富
山
市
）　 

谷
口
正
夫
（
高
岡
市
）

　
山
本
豊
三
（
魚
津
市
）　 

大
杉
比
貞
雄
（
北
海
道
）　 

佐
伯
敬
之
（
千
葉
県
）　 

古
畑
弘
子
（
東
京
都
）

　 

　（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　
平
成
二
十
九
年
九
月
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は
じ
め
に

　

災
害
と
は
何
か
。

　

英
語
のdisaster

と
い
う
単
語
はdis

（
非
、
無
） -astro

（
星
、
宇
宙
）
と
い
う
語

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「（
良
い
）
星
が
な
い
」
と
い
う
占
星
術
か
ら
き
て
い

る
言
葉
で
あ
る
。
一
方
、
漢
字
の
「
災
」
は
、
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す

上
部
分
と
「
火
」
の
下
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
文
字
に
水
と
火
と
い
う
自
然
現
象

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
西
洋
と
東
洋
の
災
害
観
の
違
い
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

災
害
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
災
害
が
「
人
間
の
存
在
」
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
無
人
島
を
地
震
や
津
波
が
襲
っ
て
も
自
然
現
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

　

物
理
学
者
の
寺
田
寅
彦
は
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
で
有

名
だ
が
、
も
う
一
つ
大
切
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
災
害
は
文
明
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
被
害
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
文
明
は
、
こ
こ
数
百
年
の
間

に
加
速
度
的
に
進
歩
し
て
い
る
。

　

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
一
昔
前
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
被
害

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
極
端
な
集
中
豪
雨
や
東
日
本
大
震
災
時
の
原
子
力
発
電
所

の
事
故
な
ど
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
災
害
対
策
基
本
法（
一
九
六
二
年
施
行
）

で
は
災
害
を
「
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
、
そ
の
他
の
異
常
な

自
然
現
象
ま
た
は
大
規
模
な
火
事
も
し
く
は
爆
発
そ
の
他
そ
の
及
ぼ
す
被
害
の
程
度
に
お

い
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
政
令
で
定
め
る
原
因
に
よ
り
生
ず
る
被
害
」
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
富
山
県
は
災
害
の
少
な
い
県
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

な
い
。
寺
田
寅
彦
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
「
忘
れ
て
い
る
」
だ
け
で
あ
る
。
先
人

た
ち
は
幾
多
の
困
難
を
切
り
抜
け
、
乗
り
越
え
な
が
ら
現
在
の
富
山
県
を
築
い
て
き
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
自
然
災
害
の
風
水
害
、
地
震
、
雪
害
を
中
心
と
し
て
、
火
災
な
ど

の
人
為
災
害
も
一
部
取
り
上
げ
る
。
災
害
復
旧
・
復
興
に
意
を
く
だ
き
な
が
ら
災
害
か
ら

み
た
富
山
の
歴
史
を
紹
介
し
た
い
。

一
　
江
戸
時
代
の
災
害

　

日
本
で
は
昔
か
ら
火
事
が
多
く
、「
地
震
、
カ
ミ
ナ
リ
、
火
事
、
親
父
」
と
い
う
慣
用

句
に
あ
る
よ
う
に
怖
い
も
の
の
代
表
例
で
あ
っ
た
。
特
に
日
本
家
屋
は
木
造
が
主
流
だ
っ

た
た
め
、
耐
久
性
が
弱
く
、
昔
か
ら
大
火
を
誘
発
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
戦
国
時
代

に
日
本
を
訪
れ
た
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
も
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
第

十
一
章
で
「
わ
れ
わ
れ
の
家
は
石
と
石
灰
で
作
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
〔
日
本
人
〕
の
は
木
、

竹
、藁
お
よ
び
泥
で
で
き
て
い
る
」と
し
て
、日
本
の
火
災
の
多
さ
を
暗
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

越
中
国
で
も
昔
か
ら
度
々
大
火
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
南
の
山
か
ら
吹
き
お
ろ
す
乾

い
た
風
は
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
と
な
っ
て
大
火
を
誘
発
し
た
。

　

二
代
加
賀
藩
主
前
田
利
長
は
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
六
月
、家
督
を
弟
の
利
常
に
譲
っ

て
隠
居
し
、
越
中
国
新
川
郡
を
養
老
領
と
し
て
富
山
城
に
移
り
、
城
と
城
下
の
修
復
を
行

な
っ
た
。
し
か
し
慶
長
十
四
年
三
月
十
八
日
、
鼬

い
た
ち

川
辺
り
の
柄つ

か
ま
き
や

巻
屋
彦
三
郎
家
よ
り
出
火
、

富
山
城
と
城
下
の
町
が
全
て
焼
失
し
た
。
こ

の
大
火
は
長
く
人
び
と
の
記
憶
に
残
り
、
富

山
町
の
大
火
と
い
え
ば
必
ず
言
及
さ
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
前
田
利
長
は
こ
の
火
事
を
幕

府
へ
報
告
し
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
か
ら
見
舞

い
状
が
出
さ
れ
て
い
る
（
加
越
能
文
庫
「
加

藩
国
初
遺
文
」）。
利
長
は
一
旦
魚
津
へ
移
り
、

復
旧
を
論
議
し
た
が
「
富
山
と
申
す
所
は

度
々
火
事
の
参
る
所
也
。
富
山
の
火
事
は
必
剣
の
火
事
と
申
し
伝
え
候
」
と
し
て
、
中
田

川
（
現
、
庄
川
）
と
小
矢
部
川
の
間
に
あ
る
関
野
に
築
城
し
て
、
同
年
九
月
に
家
臣
団
を

連
れ
て
居
城
と
し
た
。
こ
の
高
岡
城
の
城
下
町
と
し
て
高
岡
町
が
形
成
さ
れ
た
。
前
田
利

長
は
災
害
を
考
慮
に
入
れ
て
築
城
し
た
と
思
わ
れ
、
現
在
の
高
岡
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
み
る
と
高
岡
城
・
旧
高
岡
町
周
辺
だ
け
が
水
の
つ
か
な
い
高
台
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

徳川家康火事見舞状写（「加藩国初遺文
八」金沢市立玉川図書館近世史料館蔵）

江
戸
時
代
の
大
火
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三
代
加
賀
藩
主
前
田
利
常
は
富
山
藩
・
大
聖
寺
藩

の
分
封
を
徳
川
幕
府
に
願
い
出
て
、
寛
永
十
六
年

（
一
六
三
九
）
に
認
め
ら
れ
、
利
常
の
二
男
前
田
利
次

が
初
代
富
山
藩
主
と
な
り
翌
年
富
山
城
へ
入
っ
た
。
前

田
利
次
は
ま
ず
法
令
の
整
備
に
か
か
り
、
特
に
火
災
・

消
防
対
策
に
留
意
し
て
、
同
二
十
一
年
に
富
山
町
方
へ

十
九
か
条
を
申
渡
し
た
。
そ
の
中
に
、
火
事
が
発
生
し

た
時
は
早
速
奉
行
へ
知
ら
せ
、
近
所
の
出
火
で
あ
れ
ば

火
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
寛
文

七
年
（
一
六
六
七
）、
火
防
に
つ
い
て
十
二
か
条
の
定

書
を
公
布
し
て
武
家
火
消
制
度
を
定
め
た
。

　

一
方
、
富
山
藩
の
町
方
火
消
制
度
は
、
二
代
藩
主
前
田
正ま

さ

甫と
し

の
延
宝
二
年（
一
六
七
四
）、

三
代
利
興
の
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
定
書
を
通
じ
て
火
事
の
町
夫
・
町
大
工
の
出
動

が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
出
動
町
夫
は
一
二
〇
名
で
、
三
〇
名
ず
つ
四
組
を

つ
く
り
、
藩
の
火
消
役
に
従
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
の
越
中
の
火
災
の
中
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
が
、天
保
二
年（
一
八
三
一
）

四
月
十
二
日
の
富
山
町
の
大
火
で
あ
る
。
当
時
の
富
山
町
約
一
万
二
〇
〇
〇
戸
の
う
ち
約

九
〇
〇
〇
戸
が
焼
失
し
た
（『
富
山
市
消
防
史
』）。
こ
の
時
、
富
山
城
も
焼
け
、
九
代
藩

主
前
田
利と

し

幹つ
よ

の
息
女
と
み
ら
れ
る
一
行
が
布
瀬
へ
避
難
し
て
い
る
（
高
安
家
文
書
「
富
山

町
大
火
の
節
、
姫
君
布
瀬
へ
来
着
に
つ
き
覚
書
」）。

　

当
時
の
消
防
は
、
破
壊
消
防
が
主
体
で
、
火
災
が
発
生
し
た
家
屋
の
周
囲
へ
の
延
焼
を

防
ぐ
た
め
に
、
火
消
役
人
の
指
図
で
風
下
の
適
当
な
家
を
選
ん
で
こ
れ
に
纏ま

と
いを
上
げ
て
消

し
口
の
目
印
と
し
、
纏
持
ち
を
守
る
た
め
に
必
死
に
水
を
か
け
、
こ
れ
を
死
守
す
る
一
方
、

そ
の
近
く
の
建
物
を
破
壊
し
て
延
焼
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
水
鉄
砲
を
大
き
く
し

た
龍り

ゅ
う
ど吐

水す
い

な
ど
の
器
具
は
貧
弱
で
あ
っ
た
た
め
水
に
よ
る
消
火
は
難
し
く
、
火
災
予
防
の

意
識
啓
発
が
な
に
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
た
。
町
内
を
巡
回
し
て
火
の
用
心
の
徹
底
を
呼
び

か
け
た
り
、
拍
子
木
を
打
っ
て
時
刻
を
知
ら
せ
る
番
太
郎
な
ど
も
お
か
れ
た
。

　
「
地
水
見
聞
録
」
に
よ
れ
ば
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
飛
越
地
震
の
際
、「
横
町
通
り

町
並
の
家
々
で
人
々
の
助
け
合
っ
て
い
る
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
、
よ
く
聞
い
て
み
る

と
、「
火
の
元
を
要
心
せ
よ
」
と
呼
び
合
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
四
方
の
人
々
の
真
剣

に
呼
び
叫
ぶ
声
々
、
ま
こ
と
に
た
と
え
よ
う
も
な
い
緊
迫
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
」
と
あ

る
（
現
代
語
訳
は
『
越
中
安
政
大
地
震
見
聞
録　

立
山
大
鳶
崩
れ
の
記
』
に
よ
る
）。
富

山
町
の
人
々
は
、過
去
の
経
験
を
も
と
に
、地
震
の
あ
と
に
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
を
知
っ

て
お
り
注
意
喚
起
を
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
に
は
富
山
町
で
大
き
な
火
災
は

発
生
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
村
方
で
の
火
事
の
場
合
を
み
て
み
る
と
、
肝き

も
い
り煎
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い

る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
二
月
二
十
一
日
夜
、
砺
波
郡
市
野
瀬
村
弥
八
（
十
四
才
）

宅
が
出
火
し
、
弥
八
の
祖
母
（
五
十
才
）
と
吉
住
村
清
次
郎
（
五
十
一
才
）
の
二
人
が
焼

死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
市
野
瀬
村
肝
煎
清
助
は
火
事
と
わ
か
る
と
村
人
と
と
も
に
水
を
か

け
て
消
火
活
動
に
あ
た
り
、
他
村
の
焼
死
者
が
出
た
の
で
吉
住
村
へ
知
ら
せ
て
翌
日
、
吉

住
村
肝
煎
と
と
も
に
現
場
を
確
認
し
、
郡
奉
行
へ
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
郡
奉
行
の
指

図
を
う
け
て
現
場
検
証
を
お
こ
な
い
、
弥
八
や
弥
八
の
伯
父
一
家
、
清
次
郎
の
倅
平
蔵
に

も
家
内
不
和
が
な
か
っ
た
な
ど
の
事
情
聴
取
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
二
十
三
日
に
は
十と

む
ら村

へ
報
告
し
、
こ
の
後
に
遺
体
を
家
族
に
引
き
渡
し
て
い
る
。（
小
山
家
文
書
「
御
検
使
口

書
写
」）。

高岡市洪水ハザードマップ（高岡市作成）

　

幕
末
の
富
山
藩
の
重
大
事
件
と
し
て
有
名
な
の
が
、
山
田
嘉
膳
の
暗
殺
事
件
で
あ

る
。
山
田
は
天
保
期
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
以
来
、
下
士
か
ら
累
進
し
て
家
老
職
に

就
い
た
革
新
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
が
、
藩
上
層
の
守
旧
派
は
山
田
に
強
く
反
発

し
て
い
た
。
そ
の
守
旧
派
に
同
調
し
た
島
田
勝
摩
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月

一
日
、
山
田
の
登
城
を
ね
ら
っ
て
暗
殺
し
た
。
島
田
は
山
田
暗
殺
の
理
由
を
い
く
つ

も
あ
げ
た
。
そ
の
中
に
一
昨
年
の
大
火
後
、
火
除
け
の
た
め
町
方
に
水
溜
を
増
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
水
溜
り
を
作
る
と
転
居
者
が
出
た
り
す
る
の
で
町
方
が
山
田

に
賄
賂
を
贈
り
、
設
置
を
中
止
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

コ
ラ
ム

災
害
対
応
と
幕
末
の
富
山
藩
政
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天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
十
一
月
二
十
九
日
午
後
十
一
時
ご
ろ
、
中
部
地
方
か
ら
近

畿
地
方
に
か
け
て
大
地
震
が
襲
っ
た
。
飛
騨
国
の
帰
雲
城
が
一
瞬
に
し
て
山
崩
れ
で
埋
没

し
、
琵
琶
湖
沿
岸
で
は
近
江
国
長
浜
城
も
全
壊
し
、
城
主
山
内
一
豊
の
娘
よ
ね
姫
が
圧
死

し
て
い
る
。

　

一
方
、
越
中
国
で
も
北
陸
道
の
要
衝
木
舟
城
が
崩
壊
し
、
前
田
利
家
の
弟
、
前
田
秀
継

夫
婦
は
圧
死
し
た
。
そ
の
た
め
、
秀
継
の
子
息
利
秀
は
、
翌
十
四
年
拠
点
を
今
石
動
に
移

し
た
。
以
後
、
今
石
動
は
周
辺
地
域
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。
近
く
を
流
れ
る
庄
川
は
、

こ
の
地
震
の
地
殻
変
動
で
東
へ
移
動
し
、
川
筋
が
大
き
く
変
化
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
庄
川
は
、
い
ま
の
高
岡
の
市
街
地
を
貫
き
、
木
町
で
小
矢
部
川
に
合
流
す

る
千
保
川
の
流
路
を
と
っ
て
い
た
。
天
正
地
震
で
、
現
在
の
高
岡
市
中
田
や
射
水
市
大
門

町
方
面
に
向
か
う
新
し
い
流
路
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
千
保
川
筋
の
本
流
に
氾
濫
が
絶

え
な
い
た
め
、
加
賀
藩
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
か
ら
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
ま
で

四
四
年
間
の
大
工
事
を
実
施
し
、
本
流
を
中
田
・
大
門
川
筋
へ
切
り
替
え
、
能
町
で
小
矢

部
川
に
合
流
さ
せ
た
。
こ
の
工
事
が
、
新
旧
両
川
筋
町
村
の
社
会
生
活
に
与
え
た
影
響
は

大
き
か
っ
た
。
庄
川
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
も
大
き
な
洪
水
を
起
こ
し
、
旧
河
川

跡
に
流
れ
込
ん
で
大

き
な
被
害
を
出
し
た
。

　

越
中
の
河
川
の
特

徴
と
し
て
、
高
低
差

が
大
き
く
、
流
れ
が

早
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、

洪
水
が
多
く
各
河
川

は
よ
く
氾
濫
を
起
こ

し
た
。

　

黒
部
川
流
域
は
典
型
的
な
扇
の
形
を
な
し
た
扇
状
地
で
、
川
を
背
骨
に
し
て
、
扇
の
要

か
ら
用
水
が
羽
の
よ
う
に
開
い
て
い
る
。
か
つ
て
は
本
流
が
舟
見
野
台
地
の
下
を
流
れ
、

古
黒
部
へ
流
入
し
て
い
た
が
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
の
大
洪
水
で
西
側
へ
主
流
が
移

動
し
た
。
用
水
の
開
削
は
洪
水
と
の
戦
い
と
開
発
の
成
果
で
あ
る
。

　

神
通
川
は
『
富
山
市
史
』
に
よ
れ
ば
呉

服
山
の
麓
を
流
れ
て
い
た
が
、
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
の
洪
水
に
よ
り
東
に
川
筋
が
動

い
た
と
さ
れ
る
。
神
通
川
が
富
山
城
の
北
側
を

流
れ
て
い
る
こ
と
は
城
の
守
り
か
ら
は
有
効
で

あ
っ
た
が
、
反
面
、
城
下
町
は
洪
水
災
害
に
晒

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
富
山
城
下
に
は
南
の

布
瀬
あ
た
り
か
ら
入
水
し
て
、
長
柄
町
、
鉄
砲

町
か
ら
越
前
町
辺
り
ま
で
も
浸
水
し
た
。
ま
た

神
通
川
大
水
の
際
に
は
、
富
山
の
名
所
と
し
て

名
高
い
舟
橋
の
鉄
鎖
を
切
っ
た
り
も
し
た
。
流

域
の
う
ち
左
岸
の
亀
ヶ
淵
は
、
よ
く
堤
防
の
切
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
牛
ヶ
首
用

水
の
取
り
入
れ
口
で
、
水
勢
に
破
ら
れ
や
す
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

神
通
川
の
数
あ
る
水
害
の
中
で
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
の
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

の
水
害
で
あ
る
。
そ
の
被
害
の
状
況
を
「
満
水
留
」（
高
堂
家
文
書
）
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
神
通
川
と
常
願
寺
川
の
分
流
で
あ
る
鼬
川
の
同
時
出
水
に
よ
る
大
水
害
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
年
の
六
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
雨
が
降
り
続
き
、
上
流
の
飛
騨
筋
大
雨
の
た

め
神
通
川
が
出
水
、
十
七
日
に
は
舟
橋
が
切
れ
、
十
九
日
に
は
亀
ヶ
淵
な
ど
所
々
で
堤
防

が
切
れ
込
ん
だ
。
布
瀬
か
ら
入
っ
た
水
は
長
柄
町
へ
入
り
富
山
城
あ
た
り
か
ら
侍
屋
敷
や

町
地
へ
浸
水
し
た
。
小
康
の
後
、
六
月
三
十
日
か
ら
再
度
雨
が
降
り
だ
し
翌
月
五
日
、
常

願
寺
川
奥
の
鍬
崎
山
で
山
崩
れ
が
あ
っ
て
せ
き
止
っ
た
水
が
七
日
に
押
し
出
し
、
常
願
寺

川
が
満
水
し
て
鼬
川
に
流
れ
込
み
、
鼬
川
か
ら
富
山
城
下
が
浸
水
し
た
。「
御
分
国
以
来

の
大
変
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
村
々
の
救
済
実
務
を
お
こ
な
っ
た
の

明和９年の庄川洪水図
（『富山県史』通史編Ⅳ 近世下）

絵葉書「神通舟橋鉄鎖切断」（昭和１１年日満産業
大博覧会の郷土館ジオラマ　個人蔵）

江
戸
時
代
の
地
震
と
水
害

− 4 −



が
十
村
で
あ
る
。
十

村
の
萩
原
村
高
堂
平

右
衛
門
は
被
害
実
態

の
調
査
、
救
済
活
動
、

藩
と
の
交
渉
な
ど
を

一
手
に
担
っ
て
お
り
、

復
旧
の
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
る
こ

と
が
記
録
か
ら
窺
え

る（
中
村
太
一
路「
満

水
留
の
考
察
―
寛
政

元
年
出
水
記
録
―
」

『
富
山
史
壇
』
五
三
・
五
四
号
）。

　

立
山
の
山
中
か
ら
流
れ
出
る
常
願
寺
川
は
、
急
流
の
名
だ
た
る
暴
れ
川
で
あ
る
。
江
戸

時
代
の
出
水
で
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
飛
越
地
震
の

出
水
で
あ
る
。
二
月
二
十
六
日
、
越
中
・
飛
騨
の
国
境
近
く
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震

が
起
こ
っ
た
。
被
害
は
富
山
町
を
は
じ
め
平
野
部
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
た
が
、
そ
れ

以
上
に
被
害
を
大
き
く
し
た
の
が
立
山
山
中
の
大
鳶
崩
れ
で
あ
る
。
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
火

口
壁
が
大
鳶
山
・
小
鳶
山
も
ろ
と
も
崩
れ
落
ち
、
常
願
寺
川
上
流
の
湯
川
と
真
川
が
土
砂

で
せ
き
止
め
ら
れ
た
。
三
月
十
日
、
再
度
の
地
震
で
こ
れ
が
流
出
し
土
石
流
と
な
っ
て
常

願
寺
川
を
埋
め
尽
く
し
、
沿
岸
へ
も
流
出
し
た
。
さ
ら
に
四
月
二
十
六
日
、
再
び
大
洪
水

を
お
こ
し
て
下
流
域
を
奔
流
し
て
泥
の
海
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
地
震
で
富
山
城
も
石
垣
が
崩
れ
た
り
土
塀
が
落
ち
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、

町
方
で
は
大
地
が
割
れ
、
水
や
砂
が
吹
き
出
し
た
。
細
入
村
（
現
、
富
山
市
）
か
ら
飛
騨

へ
向
か
う
道
は
所
々
の
山
崩
の
た
め
土
砂
が
神
通
川
へ
な
だ
れ
お
ち
、
そ
の
た
め
、
舟
橋

あ
た
り
は
二
十
六
日
暁
ご
ろ
急
に
水
が
少
な
く
な
り
、
夜
十
時
す
ぎ
に
急
に
水
が
押
し
寄

せ
た
。
水
橋
か
ら
東
へ
行
く
ほ
ど
被
害
は
小
さ
か
っ
た
が
、
呉
西
で
は
被
害
が
広
範
囲
に

わ
た
っ
た
。
高
岡
・
伏
木
で
も
大
地
が
さ
け
て
水
が
吹

き
出
し
、
高
岡
城
の
大
木
が
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
て
堀
に
落

ち
、
利
長
廟
の
石
灯
籠
が
み
な
倒
れ
た
。
今
石
動
で
は

潰つ
ぶ
れ
や家
が
九
二
軒
あ
り
、
北
陸
道
の
松
も
多
く
倒
れ
た
と

い
う
。

　

地
震
の
救
済
に
は
他
の
災
害
と
同
様
に
食
料
と
家
再

建
費
用
の
支
給
・
貸
付
が
行
な
わ
れ
た
。
洪
水
後
の
被

災
者
に
対
す
る
救
済
は
、
御
救
米
の
支
給
、
御
救
小
屋

の
設
置
、
貸
米
、
入
用
銀
の
支
給
、
ま
た
二
ヶ
月
後
に

は
、
復
旧
に
よ
る
稼
方
が
開
始
さ
れ
屋
敷
替
・
転
地
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
裕
な
町
人
か
ら

の
施
米
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
十と

む
ら村
が
果
た

し
た
役
割
は
大
き
く
、
実
質
的
に
彼
ら
が
復
旧
を
指
導

し
て
い
た
。

　

こ
の
こ
ろ
は
ち
ょ
う
ど
社
会
の
変
革
期
に
あ
た
り
、

全
国
的
に
安
政
元
年
の
安
政
東
海
地
震
、
安
政
南
海
地
震
、
同
二
年
安
政
江
戸
地
震
と
災

害
が
頻
発
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
安
政
飛
越
地
震
も
そ
う
し
た
災
害
の
一
つ
と
し
て
数
え

ら
れ
て
い
る
。

寛政元年の水害地図（『富山県史』通史編Ⅳ 近世下）

安政五年　越中立山大鳶崩れ洪水全図（富山県公文書館蔵　大杉家文書）

　

富
山
県
公
文
書
館
所
蔵
の
石
井
家
文
書
に
「
地
震
口く

ど
き説

今
覚
え
」
と
題
す
る
史
料

が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
越
後
国
三
条
の
地
震
の
様
子
を
歌
物
語
に

作
っ
て
瞽ご

ぜ女
な
ど
が
三
味
線
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
口
説
節
の
覚
で
あ
る
。
越
後
三
条

地
震
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
十
一
月
十
二
日
に
発
生
し
、
越
後
国
内
に
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
越
中
で
も
氷
見
の
町
役
人
の
日
記
『
応
響
雑
記
』
に
大
き
く

長
く
揺
れ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
口
説
の
覚
は
、
越
後
の
瞽
女
が
越
中
に
来
て

い
た
際
に
で
も
聞
い
た
こ
と
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
芸
能
な
ど
を
通
じ

て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
が
江
戸
時
代
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ラ
ム

地
震
口
説
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二
、
明
治
・
大
正
期
の
災
害
と
復
興

　

富
山
藩
に
お
け
る
火
消
役
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
姿
を

消
し
た
。
明
治
初
期
は
行
政
機
構
の
変
更
が
著
し
く
、
一
時
消
防
組
織
の
空
白
を
招
い
た

よ
う
で
あ
る
。
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
消
防
組
織
の
特
徴
は
、
警
察
の
指
揮
下
に

お
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
七
年
三
月
、
当
時
の
新
川
県
に
よ
っ
て
邏ら

そ
つ卒
屯
所
が
設
け

ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
「
消
防
規
則
」
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
市
中
消
防
の

事
務
は
県
庁
聴
訟
課
警
保
係
（
警
察
係
）
が
総
括
す
る
が
、
第
一
線
に
お
け
る
各
消
防
組

の
指
揮
は
各
邏
卒
屯
所
の
小
長
が
行
い
、一
組
の
消
防
に
は
小
頭
一
名
、邏
卒
五
名
を
以
っ

て
監
護
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
八
年
五
月
三
十
一
日
午
後
八
時
十
五
分
ご
ろ
、
富
山
市
餌え

さ
し指
町
（
現
、
中
央
通

り
・
堤
町
の
一
部
）
の
民
家
か
ら
の
出
火
は
、
南
の
強
風
に
煽
ら
れ
て
富
山
町
五
二
か
町

と
近
郊
の
四
か
村
を
焼
き
、
翌
日
午
前
五
時
二
十
分
ご
ろ
に
鎮
火
し
た
。
こ
の
大
火
で
は

民
家
五
九
二
五
戸
、
官
公
庁
七
、
小
学
校
五
、
社
寺
四
二
、
土
蔵
納
屋
あ
わ
せ
て
四
三
二

棟
が
焼
失
し
、死
者
九
人
、焼
失
し
た
橋
六
九
、潰
家
三
〇
で
明
治
期
最
大
の
大
火
と
な
っ

た
（『
富
山
市
消
防
史
』）。

　

こ
の
火
災
を
契
機
に
市
民
の
防
火
へ
の
世
論
が
高
ま
り
、
消
防
の
水
利
、
組
織
、
機
械

力
に
つ
い
て
の
大
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

消
防
組
は
六
組
に
分
け
ら
れ
、
従
来
の
龍
吐
水
で
は
な
く
新
た
に
ポ
ン
プ
六
挺
が
購
入

さ
れ
た
。
ま
た
着
衣
は
表
が
紺
小
倉
、
裏
は
千
草
木
綿
の
刺
子
と
し
、
ポ
ン
プ
係
は
同
じ

刺
子
に
源
子
車
の
縫
紋
を
し
た
も
の
に
定
め
ら
れ
た
。

　

明
治
二
十
七
年
五
月
十
八
日
、
富
山
県
で
は
「
消
防
規
則
施
行
細
則
」
が
定
め
ら
れ
、

消
防
組
の
組
織
や
分
掌
・
権
限
な
ど
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
県
下
二
七
消
防
組
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ（
上
記
一
覧
参
照
）、本
県
の
消
防
組
織
は
飛
躍
的
な
進
歩
を
み
た
。

ま
た
防
火
水
路
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
富
山
連
合
町
会
が
約
四
万
一
三
〇
〇
円

を
支
出
し
た
。橋
梁
一
三
五
、疎
水
の
総
延
長
が
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
工
事
で
、

明
治
十
九
年
七
月
に
着
工
し
、
二
十
年
六
月
に
竣
工
を
迎
え
た
が
、
直
前
の
二
十
年
四
月

に
富
山
市
街
の
民
家
八
〇
〇
戸
を
焼
く
大
火
災
が
起
こ
っ
て
い
る
（『
富
山
県
史
』）。

　

富
山
県
当
局
も
度
重
な
る
大
火
を
み
て
、明
治
二
十
年
四
月
二
十
八
日
、「
家
屋
制
限
令
」

を
定
め
た
。
そ
の
要
旨
は
、
こ
こ
五
年
の
間
に
家
屋
の
屋
根
を
瓦
葺
に
す
る
こ
と
と
、
新

た
に
建
築
す
る
家
屋
の
屋
根
は
必
ず
瓦
葺
に
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
明

治
二
十
一
年
に
は
「
中
越
新
聞
」
に
国
重
知
事
が
告
諭
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
明
治
十
七
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
県
下
に
火
災
が
四
九
二
回
、
焼
失
家
屋
が

一
万
一
三
〇
四
戸
に
の
ぼ
る
と
し
て
消
防
設
備
の
充
実
を
訴
え
て
い
る
。

　

明
治
三
十
二
年
八
月
十
二
日
午
前
零
時
三
十
分
こ
ろ
、
南
東
の
暴
風
（
フ
ェ
ー
ン
現

象
）
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
富
山
市
中
野
新
町
の
家
か
ら
出
火
し
、
市
内
四
六
町
と
東
田
地

方
村
お
よ
び
牛
島
村
の
一
部
を
焼
き
午
後
五
時
ご
ろ
漸
く
鎮
火
し
た
。
焼
失
戸
数
は
明
治

十
八
年
大
火
に
次
ぐ
も
の
だ
が
、
県
庁
、
市
役
所
、
警
察
署
、
病
院
、
学
校
、
銀
行
な
ど

の
公
共
建
物
が
多
く
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
県
民
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
全
焼

四
六
九
七
戸
、
半
焼
九
戸
、
土
蔵
八
三
棟
、
潰
家
三
六
戸
（
当
時
の
富
山
市
の
全
戸
数
は

約
一
万
四
〇
〇
〇
戸
）、
焼
失
面
積
は
三
一
万
八
六
八
坪
で
富
山
市
の
四
一
％
に
あ
た
る

（『
富
山
市
消
防
史
』）。

　

大
火
の
原
因
に
つ
い
て
「
富
山
日
報
」
は
、
①
ポ
ン
プ
が
少
な
い
。
②
消
防
手
の
人
数

が
僅
か
で
給
与
が
よ
く
な
い
。
③
消
火
の
指
揮
に
当
た
っ
た
警
察
官
は
火
災
対
応
経
験
が

少
な
く
指
揮
能
力
に
欠
け
て
い
た
。
④
延
焼
に
伴
っ
て
富
山
市
の
消
防
組
員
が
自
ら
の
家

の
家
具
の
片
づ
け
を
す
る
た
め
帰
宅
す
る
者
が
あ
っ
た
た
め
と
し
て
い
る
。

　

薬
種
商
の
中
田
清
兵
衛
家
は
堅
牢
な
土
蔵
造
り
の
家
に
住
ん
で
い
た
が
、
火
の
勢
い
を

明治27年　公設消防組一覧
名　称 定員

富山消防組 319

東岩瀬消防組 50

滑川消防組 80

東水橋消防組 50

西水橋消防組 33

上市消防組 50

魚津消防組 127

三日市消防組 40

入善消防組 33

泊消防組 50

生地消防組 50

八尾消防組 60

四方消防組 不明

高岡消防組 211

新湊消防組 127

小杉消防組 50

伏木消防組 50

大門消防組 33

氷見消防組 127

出町消防組 50

井波消防組 50

福野消防組 33

城端消防組 50

石動消防組 80

福岡消防組 40

福光消防組 50

戸出消防組 40

（単位：人）

明
治
・
大
正
期
の
大
火
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み
て
逃
げ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
一
家
十
数
人
が
家
の
中
に
こ
も
り
、
家
も
人
も
事
な
き

を
得
た
。
当
時
の
土
蔵
造
り
の
有
効
性
が
わ
か
る
。

　

翌
日
か
ら
八
月
十
八
日
ま
で
炊
き
出
し
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
皇
室
よ
り
六
五
〇
〇
円
、

三
井
一
家
よ
り
二
〇
〇
〇
円
、
林
忠
正
、
中
田
清
兵
衛
よ
り
各
一
〇
〇
〇
円
、
前ま

え
だ田
利と

し

同あ
つ

、

中
村
作
次
郎
（
富
山
出
身
の
骨
董
商
、
富
国
銀
行
取
締
役
な
ど
を
歴
任
）
よ
り
各
三
〇
〇

円
、
県
知
事
金
尾
稜り

ょ
う
ご
ん巌
よ
り
一
〇
〇
円
の
義
損
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
罹
災
に
応
じ

て
食
料
お
よ
び
小
屋
掛
け
料
が
配
給
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
期
県
下
で
大
火
が
続
き
、
高
岡
市
で
は
明
治
三
十
三
年
に
大
火
が
お
こ
っ
た
。

そ
の
後
、
耐
火
構
造
の
「
土
蔵
造
り
」
の
家
が

続
々
と
建
築
さ
れ
た
。
こ
れ
は
資
産
家
だ
け
が

で
き
る
こ
と
で
、
守
山
町
、
木
舟
町
、
小
馬
出

町
の
通
り
に
は
明
治
三
十
三
年
の
大
火
に
耐
え

て
焼
け
残
っ
た
土
蔵
が
幾
棟
も
あ
り
、
現
在
も

堂
々
た
る
威
容
を
示
し
て
い
る
。

　

明
治
・
大
正
期
は
消
防
制
度
の
充
実
、
機
械

器
具
の
進
歩
に
よ
っ
て
防
火
威
力
が
増
し
た
時

期
で
あ
る
。
大
き
な
水
鉄
砲
と
も
い
え
る
龍
吐

水
か
ら
明
治
前
半
に
は
腕
用
ポ
ン
プ
が
普
及
し

た
。
そ
し
て
大
正
期
の
消
防
近
代
化
の
特
筆
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、
蒸
気
ポ
ン
プ
の
発
明
と
ガ

ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
の
出
現
が
あ
る
。
中
で
も
ガ
ソ

リ
ン
ポ
ン
プ
は
す
さ
ま
じ
い
放
水
で
在
来
の
ポ

ン
プ
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
力
が
あ
り
、
機
械
力

の
強
さ
を
見
せ
つ
け
た
。

　

富
山
県
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
第
一
号

は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
備
え
付
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
代
化
を
象
徴
す
る

の
が
同
十
年
に
富
山
市
が
購
入
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー

式
消
防
自
動
車
で
、
同
年
十
二
月
に
高
岡
消
防
組

に
も
一
台
購
入
さ
れ
た
。
赤
一
色
に
塗
り
上
げ
ら

れ
た
消
防
自
動
車
が
サ
イ
レ
ン
の
う
な
り
を
あ
げ

て
疾
走
す
る
様
子
は
、
市
民
の
目
を
奪
っ
た
。
こ

の
消
防
自
動
車
は
、
米
国
の
ラ
フ
ラ
ン
ス
会
社
か

ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
人
々
は
消
防
自

動
車
の
こ
と
を
「
ラ
フ
ラ
ン
ス
」
と
呼
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
機
械
器
具
の
発
達
に
よ
っ
て
、
大
正

後
期
に
な
る
と
火
災
件
数
が
徐
々
に
減
少
し
て
き

て
い
る
。

　

越
中
の
河
川
は
明
治
に
入
っ
て
も
氾
濫
が
多
く
、
河
川
の
大
改
修
工
事
に
よ
り
氾
濫
を

防
ぐ
こ
と
が
県
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
越
中
国
が
石
川
県
に
合
併
さ
れ
て
い

た
時
代
に
県
政
を
行
な
う
に
あ
た
り
、加
賀
は
道
路
の
建
設
を
主
眼
に
置
い
た
の
に
対
し
、

越
中
は
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
堤
防
の
増
強
を
急
務
と
し
た
。
越
中
の
分
県
運
動
は
こ
の
こ

と
も
一
因
と
さ
れ
、
富
山
県
の
設
置
に
至
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
災
害
と
近
代
化
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
大
規
模

な
土
木
改
修
工
事
の
せ
め
ぎ
あ
い
で
あ
る
。
明
治
期
の
河
川
を
み
る
と
ほ
ぼ
毎
年
洪
水
が

起
き
て
お
り
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
同
三
十
五
年
に
い
た
る
二
十
年
間
は
、

土
木
費
が
県
予
算
全
体
の
約
半
分
を
占
め
た
。

　

特
に
明
治
二
十
四
年
、
二
十
九
年
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）、
大
正
三
年
は
各
河
川

が
氾
濫
し
、
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
行
政
側
も
大
規
模
な
河
川
改
修

を
行
な
っ
た
。
常
願
寺
川
を
は
じ
め
、
庄
川
、
神
通
川
な
ど
で
河
川
改
修
が
行
な
わ
れ
た
。

明
治
初
期
に
は
ム
ル
デ
ル
に
よ
る
河
川
調
査
や
提
言
が
あ
り
、
デ
・
レ
イ
ケ
に
よ
る
計
画

に
よ
っ
て
常
願
寺
川
の
大
規
模
改
修
が
行
な
わ
れ
た
。
庄
川
で
も
国
直
轄
に
よ
っ
て
大
規

蒸気ポンプ
（富山県広域消防防災センター内）

大正１０年富山市で購入した消防自動車
（長谷川庄蔵『消防時言』より）

高岡大火後に建てられた土蔵造り（旧室崎家）

明
治
・
大
正
期
の
水
害
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模
な
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。
神
通
川
で
は
、
富
山
城
の
北
を
湾
曲
し
て
い
た
川
筋
を

直
線
化
す
る
馳は

せ
こ
し
せ
ん

越
線
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。

　

一
方
、
明
治
後
期
に
は
、
富
山
県
の
急
流
河
川
を
利
用
し
た
水
力
発
電
へ
の
利
用
が
検

討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
富
山
県
の
電
力
事
業
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
富

山
電
灯
株
式
会
社
の
設
立
か
ら
で
あ
る
。
神
通
川
水
系
の
大
久
保
用
水
を
利
用
し
た
水

力
発
電
所
を
建
設
し
、
明
治
三
十
二
年
に
富
山
市
へ
の
送
電
に
成
功
し
た
。
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
に
富
山
県
産
業
調
査
会
の
「
富
山
県
産
業
奨
励
方
針
」
に
は
、
将
来
水
力

発
電
事
業
が
本
県
の
産
業
発
達
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大

正
九
年
に
富
山
県
電
気
局
が
設
置
さ
れ
、
大
正
十
三
年
に
は
、
旧
大
山
町
の
上
滝
、
松
ノ

木
、
中
地
山
の
三
発
電
所
が
完
成
し
運
転
を
開
始
し
た
。
昭
和
に
入
る
と
経
営
が
軌
道
に

乗
り
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
県
一
般
会
計
予
算
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す

る
一
〇
〇
万
円
の
収
益
を
あ
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

災
害
救
助
は
、
江
戸
時
代
に
は
個
別
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
に
な

る
と
法
律
に
基
づ
く
全
国
一
律
の
救
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
に
備び

こ
う荒
儲
蓄
法
が
公
布
さ
れ
、
富
山
県
で
も
同
法
に
基
づ
い
て
明
治
十
六

年
備
荒
儲
蓄
法
施
行
規
則
が
実
施
さ
れ
、
同
十
九
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
備
荒
の
儲
蓄
は
通
貨
・
公
債
証
書
・
籾
の
三
種
あ
り
、
罹
災
時
に
は
食
料
・
小
屋
掛

料
・
農
具
な
ど
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
備
荒
儲
蓄
法
は
罹
災
救
助
基
金
へ
と
引
き
継
が
れ

て
戦
前
日
本
の
救
済
制
度
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
関
東
地
方
は
突
然
の

轟ご
う

音お
ん

と
と
も
に
強
い
震
動
に
襲
わ
れ
た
。富
山
県
で
は
や
が
て
大
震
災
の
知
ら
せ
が
あ
り
、

交
通
機
関
も
大
混
乱
し
、
無
我
夢
中
で
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
で
駅
が
あ
ふ
れ
た
。

　

東
京
・
横
浜
を
は
じ
め
関
東
地
方
で
は
、
大
地
震
に
続
い
て
火
災
が
起
こ
り
、
空
前
の

大
震
災
と
な
っ
た
。
死
者
お
よ
び

行
方
不
明
者
一
三
万
二
八
〇
七
人
、

家
屋
の
全
焼
・
全
壊
・
流
出
合
計

五
七
万
六
二
六
二
戸
に
達
し
、
被

害
総
額
六
五
億
円
と
推
定
さ
れ
て

い
る
（『
富
山
県
史
』）。

　

富
山
県
に
お
い
て
伊
東
喜
八
郎

知
事
は
訓
令
を
出
し
て
人
心
を
鎮

め
、
直
ち
に
救
護
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
県
下
の
新
聞
社
が
募
集
し
て
二
八
万
八
一
三
二

円
五
〇
銭
五
厘
の
義
捐
金
が
集
ま
り
、県
参
事
会
を
招
集
し
て
救
援
費
二
万
円
を
決
定
し
、

白
米
五
〇
〇
石
を
購
入
し
て
送
っ
た
。
ま
た
救
護
班
を
結
成
し
て
九
月
四
日
に
東
京
へ
派

遣
し
、
日
暮
里
第
四
小
学
校
で
救
護
活
動
に
あ
た
っ
た
。
救
護
班
は
警
察
官
一
名
、
赤
十

字
社
の
医
師
二
名
、
看
護
婦
三
〇
名
、
青
年
団
員
八
名
、
内
務
部
員
数
名
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、
帝
都
復
旧
工
事
に
青
年
団
二
〇
〇
名
が
上
京
し
、
貨
物
の
陸
揚
作
業
に

従
事
し
て
い
る
。

　

東
京
の
帝
都
復
興
計
画
は
「
復
旧
」
す
る
の
で
は
な
く
「
復
興
」
と
す
る
と
し
、
そ
の

後
の
災
害
後
の
あ
り
方
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

関東大震災後に上がった火災から避
難する人 （々『関東大震災画報』より）

　

長
谷
川
庄
蔵
は
、
富
山
県
の
消
防
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
は

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
富
山
大
火
で
被
災
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
消
防

活
動
に
め
ざ
め
、
家
族
・
親
族
の
反
対
を
ふ
り
き
っ
て
明
治
四
十
五
年
富
山
消
防
組

の
組
頭
に
就
任
し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
富
山
県
会
議
員

と
な
り
、
そ
の
年
に
県
会
議
長
に
就
任
し
て
い
る
。
県
会
議
長

時
代
、
消
防
組
頭
の
服
を
着
た
ま
ま
議
会
に
臨
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
大
日
本
消
防
協
会
再
興

発
会
式
で
会
員
総
代
と
し
て
座
長
を
つ
と
め
た
。

明
治
期
の
罹
災
救
助

関
東
大
震
災

コ
ラ
ム

長
谷
川
庄
蔵
に
つ
い
て
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三
、
昭
和
の
災
害
と
都
市
計
画

　　

河
川
堤
防
構
築
・
河
川
改
修
に
よ
っ
て
水
害
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
ひ
と
た
び
大
雨
な

ど
が
発
生
す
る
と
被
害
が
大
き
く
拡
大
し
た
。

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
七
月
十
二
日
に
起
こ
っ
た
大
洪
水
は
特
に
被
害
が
大
き
か
っ

た
。
七
月
九
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
七
月
十
二
日
に
な
っ
て
激
し
さ
を
増
し
た
。
黒
部

川
の
通
常
水
位
が
一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
に
対
し
て
最
大
高
水
位
七
メ
ー
ト
ル
二
七
セ

ン
チ
と
な
っ
た
。
庄
川
の
通
常
水
位
は
五
〇
セ

ン
チ
に
対
し
て
最
大
高
水
位
一
三
メ
ー
ト
ル

一
〇
セ
ン
チ
と
な
り
、
十
一
日
午
前
十
時
頃
に

庄
川
右
岸
の
浅
井
村
西
広
上
地
内
（
現
、
射
水

市
）
一
番
堤
防
が
、
し
ば
ら
く
し
て
二
番
堤
防

も
決
壊
し
た
。
前
後
し
て
中
田
町
下
麻
生
地
内

（
現
、
高
岡
市
）
の
堤
防
も
決
壊
し
濁
流
は
下

流
の
町
村
に
侵
入
し
、
中
田
町
、
浅
井
村
、
大

島
村
、
大
門
町
、
櫛
田
村
、
二
口
村
、
塚
原
村
、

作
道
村
、
片
口
村
、
新
湊
町
な
ど
に
順
次
浸
水
、

射
水
郡
の
大
半
は
湖
水
と
化
し
た
。

　

黒
部
川
は
十
日
午
前
九
時
よ
り
堤
防
の
危
険

箇
所
が
続
出
し
た
が
、
必
死
の
防
御
に
よ
り

十
一
日
午
前
三
時
に
若
栗
地
先（
現
、黒
部
市
）、

同
日
十
時
に
下
立
村
、
浦
山
村
、
午
前
十
一
時

に
村
椿
村
飛
騨
地
先
に
決
壊
が
あ
っ
た
の
み
で

一
旦
減
水
の
兆
候
を
示
し
た
。
し
か
し
、
十
一

日
夜
半
に
わ
か
に
急
激
に
増
水
し
、
午
後
十
一

時
五
〇
分
同
村
出
島
地
先
、新
屋
村
地
先
（
現
、

入
善
町
）
に
お
い
て
堤
防
が
切
断
さ
れ
、
濁
流
が
狂
奔
し
て
村
椿
村
、
生
地
町
、
石
田
村
、

荻
生
村
、
若
栗
村
、
大
布
施
村
、
下
立
村
方
面
を
浸
水
し
て
村
椿
、
出
島
、
六
天
が
全
滅

に
近
い
状
況
と
な
っ
た
（「
水
害
状
況
並
善
後
措
置
」）。

７月１4日　浅井小学校階上よりみた状況　左方が広上・上麻生方面（富山県公文書館蔵）

7月１2日新湊町内江柱町（富山県公文書館蔵） 被災後の村椿村地内の罹災者（富山県公文書館蔵）

７月１2日早朝大門駅構内（富山県公文書館蔵） 被災後の六天地内（富山県公文書館蔵）

昭
和
九
年
の
水
害
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そ
の
他
、
常
願
寺
川
、
小
矢
部
川
、
神
通
川
、
早
月
川
、
上
市
川
な
ど
で
も
堤
防
が
決

壊
し
、
橋
梁
や
道
路
等
の
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
。

　

九
月
十
三
日
時
点
で
被
害
地
五
八
市
町
村
、
浸
水
九
九
五
八
戸
、
六
〇
〇
〇
町
歩
、
死

者
・
行
方
不
明
者
三
一
名
の
大
災
害
と
な
っ
た
（『
富
山
県
気
象
災
異
誌
』）。

　

県
は
た
だ
ち
に
罹
災
救
助
を
開
始
し
、
救
護
班
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
炊
き
出
し
な
ど

を
実
施
し
た
。
ま
た
村
椿
村
、
浅
井
村
に
罹
災
者
を
収
容
す
る
バ
ラ
ッ
ク
を
建
設
す
る
と

と
も
に
託
児
所
を
設
置
し
、
愛
国
婦
人
会
富
山
支
部
に
経
営
を
委
託
し
た
。
ま
た
、
義
捐

金
は
八
月
九
日
現
在
で
約
一
一
万
六
〇
〇
〇
円
集
ま
っ
た
。

　

こ
の
災
害
時
に
各
消
防
組
、
青
年
団
な
ど
の
団
体
が
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
（『
昭
和
九
年　

水
害
罹
災
救
助
ニ
関
ス
ル
重
要
書
』）。
ま
た
、
水
防
演
習
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
、
翌
年
よ
り
急
防
材
料
の
収
集
や
運
搬
、
応
急
工
法
、
組
織
活
動
な
ど

総
合
的
な
演
習
が
予
防
組
合
連
合
の
も
と
に
毎
年
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
治
三
十
年
代
に
馳
越
線
工
事
に
よ
っ
て
神
通
川
の
直
線
化
が
行
わ
れ
、
そ
の
神
通
川

跡
地
（
廃
川
地
）
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
都
市
計
画
法
の
適
用
に
よ
っ
て
都
市

施
設
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
富
岩

運
河
が
開
削
さ
れ
、
そ
の
土
砂
を
利
用
し
て
廃

川
地
を
埋
立
て
、
街
路
、
公
園
、
土
地
区
画
整

理
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
埋
め
立
て
ら

れ
た
場
所
に
富
山
県
庁
や
電
気
ビ
ル
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

富
山
放
送
局
、
昭
和
会
館
、
富
山
警
察
署
、
総

曲
輪
小
学
校
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
富
山
市
の
都

市
発
展
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
。

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
富
山
市
で
は
旧

神
通
川
廃
川
地
土
地
区
画
整
理
事
業
も
完
工
し

た
の
で
、
そ
の
地
お
よ
び
隣
接
各
町
に
水
道
を

敷
設
し
て
廃
川
地
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め
、
ま
た
日
満
産
業
大
博
覧
会
の
会
場
内
給

水
計
画
が
急
が
れ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
費
が
低
額
で
工
事
期
間
の
短
い
「
簡
易
水
道
」
を

敷
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
十
月
に
一
部
通
水
し
、
昭
和
十
三
年
三
月

末
日
を
も
っ
て
配
水
管
敷
設
な
ど
の
工
事
が
完
了
し
た
。
あ
わ
せ
て
消
火
栓
も
三
二
か
所

に
設
置
さ
れ
た
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
の
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
二
日
、
富
山
都
市
計
画
防
火
水
路
事
業
が
内
務

大
臣
か
ら
認
可
さ
れ
、
四
水
路
の
着
工
に
入
っ
た
。
こ
の
事
業
の
理
由
書
に
明
治
十
八
年

に
作
ら
れ
た
水
路
は
開か

い

渠き
ょ

で
下
水
路
を
兼
用
し
て
汚
水
と
な
っ
て
臭
く
、
冬
に
は
雪
が
捨

て
ら
れ
て
詰
ま
る
な
ど
防
火
に
十
分
で
は
な
い
た
め
、
今
回
は
暗
渠
で
急
を
要
す
る
箇
所

に
設
置
し
た
い
と
あ
る
よ
う
に
、
四
水
路
の
う
ち
三
水
路
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
円
形

管
を
道
路
下
に
埋
設
す
る
も
の
で
、
残
り
の
一
水
路
は
在
来
の
河
川
を
利
用
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
鉄
筋
な
ど
の
資
材
が
配
給
制
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
年
度
内
の
工
事

が
少
し
遅
れ
、
昭
和
十
四
年
六
月
に
完
成
し
た
。

　　

富
山
県
で
千
戸
以
上
の
全
焼
被
害
を
出
し
た
大
火
の
特
徴
を
み
る
と
、
富
山
湾
沿
岸
地

域
の
火
災
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
こ
れ
は
海
辺
に
密
集
し
た
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
強

風
を
受
け
や
す
い
た
め
で
あ
る
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
九
月
五
日
午
前
十
時
半
過
ぎ
、
新
湊
町
（
現
、
射
水
市
）
内

の
東
町
か
ら
起
こ
っ
た
火
災
は
北
か
ら
の
強
風
に
よ
っ
て
東
西
に
広
が
り
、
東
町
・
荒

屋
を
焼
い
た
。
午
後
四
時
に
鎮
火
し
た
が
、
約
五
時
間
の
間
に
五
六
〇
戸
が
焼
失
し
、

四
六
八
世
帯
が
被
災
、
損
害
は
お
よ
そ
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
（『
新
湊
市
史
』）。

　

災
害
地
に
お
い
て
は
、
放
生
津
小
学
校
に
救
護
整
備
本
部
が
置
か
れ
、
全
町
の
軍
人
分

会
、
青
年
団
、
青
年
訓
練
所
、
婦
女
会
、
放
生
津
小
学
校
教
員
に
よ
っ
て
、
夜
警
、
炊
き

出
し
運
搬
、
罹
災
民
収
容
、
病
弱
者
の
保
護
、
焼
け
跡
取
締
、
激
励
ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
付

け
、
窮
民
の
バ
ラ
ッ
ク
建
築
と
深
夜
に
い
た
る
ま
で
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
区
画
整
理
、
道
路
、
火
防
線
の
改
修
、
住
宅
の
建
設
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
在

第二号・第三号防火水路（富山県公文書館蔵）

富
山
都
市
計
画
と
防
災

昭
和
前
期
の
大
火
と
都
市
計
画
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来
の
道
路
が
全
面
的
に
拡
幅
さ
れ
、現
在
の
幅
員
一
三
・
九
五
メ
ー
ト
ル
の
東
町
通
り
（
第

一
〇
号
線
）
が
整
備
さ
れ
た
。
県
よ
り
拡
張
道
路
工
事
費
と
し
て
三
八
三
〇
円
、
海
岸

護
岸
工
事
費
二
万
七
八
九
四
円
、
計
三
万
一
七
二
四
円
、
新
設
火
防
線
施
設
費
と
し
て

七
九
一
五
円
の
工
事
費
が
支
出
さ
れ
た
。
東
町
一
帯
は
復
興
さ
れ
た
も
の
の
昭
和
十
六
年

四
月
に
新
湊
町
長
徳
寺
一
帯
に
火
事
が
発
生
し
、
六
九
八
戸
が
焼
け
る
大
火
と
な
っ
た
。

　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
六
日
、

煙
草
の
不
始
末
に
よ
っ
て
氷
見
町
の
下
伊
勢

町
（
現
、
氷
見
市
）
か
ら
出
火
し
た
。
お
り

し
も
台
風
が
日
本
海
海
上
を
北
東
に
進
ん
で

お
り
、
台
風
の
強
風
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
氷
見

町
各
所
に
飛
び
火
し
た
。
被
災
町
一
八
、
焼

失
家
屋
は
全
焼
一
四
七
六
、
半
焼
二
三
、
非

居
住
者
家
屋
四
四
、
土
蔵
二
九
九
、
神
社

一
八
、
官
公
署
六
、
学
校
一
、
銀
行
・
会
社

一
四
、
焼
死
五
名
、
負
傷
者
五
一
〇
名
、
損

害
額
一
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
罹
災
対
策

活
動
は
、
焼
け
残
っ
た
小
学
校
や
朝
日
山
山
麓
に
救
護
本
部
や
町
役
場
、
避
難
所
、
郵
便

局
、
警
察
署
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
行
な
わ
れ
た
。
県
は
、
応
急
対
策
費
と
し
て
避
難
所
費

な
ど
に
一
一
万
五
〇
〇
〇
円
の
支
出
と
警
察
仮
庁
舎
建
設
に
五
万
二
〇
〇
〇
円
を
計
上
し

た
。
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
高
岡
、
富
山
、
金
沢
か
ら
医
師
二
〇
名
、
看
護
婦
四
七
名
が

参
加
し
、
四
四
二
二
名
の
患
者
を
治
療
し
た
。
義
捐
金
は
官
庁
、
各
団
体
、
新
聞
社
な
ど

を
通
じ
て
募
集
さ
れ
一
〇
万
四
〇
〇
〇
円
強
が
集
ま
り
、
現
物
で
は
米
一
五
〇
石
、
衣
類

七
万
六
〇
〇
〇
点
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
（『
氷
見
市
史
』）。

　

昭
和
十
三
年
九
月
九
日
の
町
会
で
の
協
議
会
で
現
地
視
察
を
終
え
た
県
の
都
市
計
画
課

長
、
技
師
ら
が
都
市
計
画
案
の
説
明
を
行
っ
た
。
町
会
で
は
こ
の
計
画
案
に
修
正
を
加
え

て
賛
成
し
、
十
二
日
の
町
会
で
区
画
整
理
実
施
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

町
の
中
央
を
貫
通
す
る
県
道
氷
見
七
尾
道
路
が
拡
幅
さ
れ
、
以
前
の
街
路
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
碁
盤
目
状
に
区
画
が
整
備
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
昭
和
前
期
に
は
、
昭
和
七
年
五
月
に
守
山
村
・
二
上
村
（
現
、
高
岡
市
）

で
二
七
二
戸
、
昭
和
十
年
三
月
に
生
地
町
（
現
、
黒
部
市
）
で
二
一
七
戸
、
昭
和
十
八
年

十
一
月
に
魚
津
町
で
二
五
三
棟
、
昭
和
十
九
年
五
月
に
藪
波
村
（
現
、
小
矢
部
市
）
で

二
九
一
棟
を
焼
く
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
二
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
国
内
の
政
治
・
経
済
・
教
育
な
ど
全
て
が

軍
の
方
針
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、消
防
組
も
昭
和
十
四
年
に
は
「
警
防
団
」

と
改
称
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
消
防
は
そ
れ
ま
で
警
察
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
軍
関

係
の
消
防
と
な
り
、
防
空
体
制
に
も
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
時
下
に
は
警
防
団
員
も

多
く
軍
隊
に
召
集
さ
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
も
徴
発
さ
れ
た
。
火
災
統
計
か
ら
見
て
昭
和
十

年
代
に
大
火
が
多
く
な
る
の
は
こ
う
し
た
原
因
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
終
戦
と

と
も
に
警
防
団
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
八
日
付
の
「
警
防
団
組
織

編
制
に
関
す
る
件
」
が
通
達
さ
れ
、
防
空
業
務
全
般
が
廃
止
さ
れ
た
。

『氷見町大火災害誌』（富山県立図書館蔵）

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
六
日
午
前
十
時
三
十
分
ご
ろ
、
本
館
二
階
中
央
の

農
林
課
天
井
裏
か
ら
出
火
、
た
ち
ま
ち
拡
大
し
て
本
館
一
棟
が
全
焼
し
て
正
午
ご
ろ

鎮
火
し
た
。
消
防
へ
の
通
報
は
電
話
で
行
わ
れ
、
富
山
消
防
組
本
部
か
ら
消
防
自
動

車
と
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
出
動
し
、
三
分
も
か
か
ら
ず
現
場
に
到
着
し
て
消
火
に
あ

た
っ
た
。
さ
ら
に
市
内
や
近
隣
町
村
の
消
防
組
、
遠
く
は
城
端
・
井
波
か
ら
も
ポ
ン

プ
が
駆
け
つ
け
た
。
し
か
し
水
の
便
が
悪
い
た
め
水
勢
が
弱
く
、
二
階
の
ガ
ラ
ス
窓

に
石
を
投
げ
て
割
っ
て
は
水
を
注
ぐ
と
い
っ
た
様
子
だ
っ
た
。
結
局
、
出
火
原
因
は

判
明
せ
ず
不
明
火
と
さ
れ
た
。
こ
の
火
災
で
神
通
中
学
校
生
徒
や
市
内
の
自
警
団
、

青
年
団
員
ら
が
書
類
搬
出
に
あ
た
っ
た
が
、
多
く
の
行
政
書
類
が
失
わ
れ
た
こ
と
が

惜
し
ま
れ
る
（『
昭
和
五
年
三
月
六
日　

焼
失
書
類
関
係　

秘
書
課
』）。

コ
ラ
ム

富
山
県
庁
の
火
災
に
つ
い
て
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四
、
現
代
の
災
害

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
一
日
深
夜
か
ら
二
日
未
明
に
か
け
て
の
米
軍
に
よ
る

空
襲
に
よ
っ
て
富
山
市
内
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
年
代
は
災
害
が

頻
発
し
、
県
民
の
生
命
・
財
産
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
。
県
財
政
に
占
め
る
土
木
費
の

割
合
も
高
く
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
災
害
復
旧
費
に
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
は
、

火
災
と
と
も
に
県
内
の
主
要
な
大
河
川
の
氾
濫
が
多
く
、
こ
れ
は
戦
争
中
の
木
材
の
乱
伐

な
ど
で
河
川
上
流
の
山
間
地
が
荒
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

特
に
昭
和
二
十
三
年
の
水
害
被
害
が
大
き
く
、
七
月
二
十
五
日
、
県
下
一
帯
に
降
っ

た
雨
が
豪
雨
と
な
り
、
各
地
で
二
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
た
。
被
害
は
堤
防
決
壊
四
九
八
か

所
、
橋
梁
流
失
五
一
一
か
所
、
家
屋
被
害
が
一
万
六
七
〇
八
戸
を
数
え
、
死
傷
者
一
一
二

人
、
被
災
者
は
八
万
五
千
人
に
達
し
た
。
翌
昭
和
二
十
四
年
も
六
月
の
デ
ラ
台
風
、
九
月

の
キ
テ
ィ
台
風
、
十
一
月
の
ア
ー
リ
ン
台
風
（
ア
レ
ン
台
風
）
の
被
害
で
被
害
総
額
約

六
億
六
千
万
円
、
同
二
十
五
年
は
ジ
ェ
ー
ン
台
風
が
襲
い
、
六
億
五
〇
〇
〇
万
を
数
え
て

い
る
（『
富
山
県
史
』）。

　

こ
れ
ら
の
災
害
復
旧
は
、
国
家
財
政
の
窮
乏
に
よ
り
国
か
ら
の
交
付
金
が
遅
れ
、
通
常

三
年
で
完
了
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
災
害
後
七
、八
年
を
経
過
し
て
漸
く
完
成
を
み
る
よ
う
な

状
態
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
消
防
に
お
い
て
は
、
終
戦
直
後
、
県
内
の
消
防
は
各
市
町
村
に
設
け
ら
れ
て
い

た
警
防
団
が
核
で
あ
っ
た
が
、
団
員
の
多
く
は
復
員
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
ポ
ン
プ
の
新
調

も
な
く
部
品
の
調
達
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
火
災
現
場
に
間
に
合
う
も
の
は

僅
か
で
、
消
防
能
力
が
低
下
し
て
い
た
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
、
消
防
団

令
に
よ
っ
て
新
た
に
「
消
防
団
」
が
設
け
ら
れ
、
翌
年
の
消
防
組
織
法
に
よ
っ
て
警
察
組

織
か
ら
独
立
し
て
新
発
足
す
る
事
と
な
っ
た
。
警
察
部
管
下
の
消
防
課
は
県
庁
総
務
部
に

移
管
さ
れ
た
。
消
防
組
織
法
に
よ
っ
て
富
山
県
内
に
相
次
い
で
消
防
署
が
創
設
さ
れ
た
。

富
山
、
岩
瀬
、
高
岡
、
伏
木
、
新
湊
、
上
市
町
、
滑
川
町
、
魚
津
町
、
水
橋
町
、
入
善
町
、

呉
羽
町
、
氷
見
町
、
石
動
町
、
出
町
、
福
野
町
、
福
光
町
、
井
波
町
の
一
七
消
防
署
で
人

員
は
二
三
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
消
防
署
は
、
従
来
あ
っ
た
消
防
団
常
備
消
防
部
を

消
防
署
に
切
り
替
え
た
も
の
と
新
た
に
設
け
た
も
の
と
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
か
ら
三
十
年
は
、
大
き
な
火
災
の
集
中
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
二
年
、
県
下
の
消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
は
二
二
七
台
保
有
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
故

障
の
た
め
に
現
場
へ
の
未
到
着
が
三
二
％
、
現
場
に
到
着
し
た
が
故
障
の
た
め
放
水
不
能

が
三
六
％
、
稼
動
し
た
車
両
は
三
二
％
と
惨
憺
た

る
現
状
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
大
型
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
は
次
第
に
そ
の
数
を
増
し
、
逆
に

戦
前
か
ら
使
用
さ
れ
た
手
引
き
ポ
ン
プ
は
姿
を
消

し
て
い
っ
た
。

　

警
察
か
ら
独
立
し
た
消
防
の
人
材
教
育
機
関
と

し
て
は
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
富
山
市
湊
入
船
町

に
富
山
県
消
防
訓
練
所
が
設
立
さ
れ
、
四
月
か
ら

開
校
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
十
月
、
消

防
訓
練
所
は
消
防
学
校
と
改
称
さ
れ
、
現
在
は
富

山
市
惣
在
寺
地
内
富
山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
内
に
移
転
し
て
い
る
。
同
地
に
は
災
害
や
自

然
の
特
性
を
体
験
で
き
る
体
験
型
学
習
施
設
、
四
季
防
災
館
も
併
設
さ
れ
て
県
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。

　　

戦
後
の
火
災
の
な
か
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
が
魚
津
大
火
で
あ
る
。
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
九
月
十
日
午
後
七
時
四
十
五
分
ご
ろ
真
成
寺
町
か
ら
出
火
し
た
。

お
り
か
ら
台
風
通
過
後
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
下
に
あ
り
、
強
い
風
に
あ
お
ら
れ
、
旧
魚
津
町

現在の富山県消防学校

昭
和
二
十
年
代
の
風
水
害

消
防
組
織
の
改
変

魚
津
大
火
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の
市
街
中
心
部
お
よ
び
隣
接
地
区
を
焼
失
し
、
翌
朝
鎮
火
し
た
。
被
災
世
帯
一
五
八
三
世

帯
、
被
災
者
七
二
一
九
人
、
被
害
総
額
約
七
五
億
円
、
死
傷
者
は
死
者
五
人
、
重
傷
者
五

人
、
軽
傷
者
一
六
五
人
と
報
道
さ
れ
た
（『
魚
津
市
史
』）。

　

火
災
当
日
、
富
山
県
は
災
害
救
助
法
を
発
動
し
て
救
助
に
あ
た
っ
た
（「
災
害
救
助
法

の
適
用
に
つ
い
て
」
富
山
県
行
政
文
書
）。
ま
た
魚
津
市
は
、
十
一
日
に
緊
急
市
議
会
を

召
集
し
て
見
舞
金
の
支
出
な
ど
の
応
急
措
置
を
講
じ
た
。
大
火
後
、
魚
津
市
で
は
国
・
県

の
支
援
を
得
て
火
災
復
興
計
画
を
立
て
、
不
燃
都
市
を
目
指
し
た
。
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
大
型
道
路
、
下
水
道
事
業
、
公
園
墓
地
の
造
成
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
六
年
後
に
は

こ
れ
が
完
成
し
、
近
代
都
市
に
様
相
を
一
変
し
た
。

　

富
山
県
で
は
昔
か
ら
台
風
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
台
風
は
反
時
計
回
り
に
回
る
巨

大
な
渦
で
、本
県
の
北
（
日
本
海
）
を
通
る
際
に
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
を
伴
っ
た
強
い
南
風
、

県
の
南
（
岐
阜
・
太
平
洋
側
）
を
通
過
す
る
際
は
北
寄
り
の
雨
風
を
伴
い
海
上
が
時し

化け

る

傾
向
が
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
の
台
風
十
八
号
は
、
昭
和
九
年
の
室
戸
台

風
と
ほ
ぼ
同
じ
経
路
を
た
ど
っ
た
た
め
に
第
二
室
戸
台
風
と
命
名
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
な

ど
に
継
ぐ
大
型
台
風
で
、
近
畿
・
北
陸
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
九
月
十
六

日
午
後
六
時
ご
ろ
富
山
県
に
最
接
近
し
、
最
低
気
圧
が
富
山
で
九
六
五
ｍ
ｂ
、
瞬
間
最
大

風
速
が
ｗ
三
九
．
六

m/s
と
な
り
、
死
者
九
名
の
ほ
か
負
傷
五
〇
人
、
家
屋
倒
壊
や
農
作
物

な
ど
が
被
害
を
受
け
た
。
な
か
で
も
昔
か
ら
風
神
へ
の
信
仰
の
篤
い
砺
波
地
方
が
最
も
大

き
く
、
道
路
や
農
業
用
施
設
、
河
川
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
（「
第
二
室
戸
台
風
被
害

箇
所
図
」
富
山
県
行
政
文
書
）。

　

昭
和
四
十
四
年
八
月
八
日
夜
半
か
ら
十
二
日
朝
に
か
け
て
、
主
と
し
て
県
東
部
山
沿
い

地
方
を
中
心
に
、
一
時
間
最
高
九
二
ミ
リ
、
三
日
間
で
七
七
二
ミ
リ
と
い
う
集
中
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
た
。
黒
部
川
は
百
年
に
ほ
ぼ
一
回
の
率
で
毎
秒
一
二
六
〇
ト
ン
の
流
水
が
あ
る

も
の
と
し
て
黒
部
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
が
、
八
月
十
一
日
に
は
毎
秒
一
六
九
二
ト
ン
も
の

水
が
ダ
ム
へ
流
入
し
た
た
め
、
同
ダ
ム
か
ら
大
量
の
水
を
放
流
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
が
警
戒
水
位
を
突
破
し
、
中
で
も
常
願
寺
川
以
東
の

各
河
川
は
各
所
で
氾
濫
し
、
家
屋
の
全
壊
一
部
破
壊
も
含
め
て
二
六
三
戸
、
床
上
浸
水

二
一
三
二
戸
、
床
下
浸
水
七
四
七
〇
戸
を
始
め
宅
地
、
耕
地
の
流
失
、
公
共
施
設
や
交
通

通
信
網
の
分
断
、
商
工
関
係
被
害
な
ど
総
額
は
二
四
〇
億
円
に
達
し
た
。

　

戦
後
の
災
害
を
ま
と
め
る
と
、
昭
和
二
十
七
年
を
最
後
と
し
て
県
内
の
大
河
川
の
氾
濫

は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
大
河
川
の
支
流
や
中
小
河
川
の
氾
濫

が
起
こ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
時
に
被
害
の
大
き
い
災

害
は
起
こ
る
が
、
県
財
政
に
占
め
る
災
害
復
旧
費
の
割
合
は
低
下
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
火
災
も
そ
れ
と
同
じ
く
、
昭
和
二
十
年
代
に
大
火
が
集
中
し
た
が
、
そ
の
後
の

組
織
改
変
、
機
械
器
具
の
整
備
、
啓
発
活
動
な
ど
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
件
数
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

流失寸前の上市川立山寺橋
（富山県公文書館蔵）

昭和44年8月水害時の降雨量曲線と被害分布
（『富山県史』通史編Ⅶ 現代より）

第
二
室
戸
台
風

昭
和
四
十
四
年
八
月
の
水
害
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五
、
富
山
県
に
特
徴
的
な
災
害
　

　　

富
山
県
は
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
一
方
が
海
で
あ
る
。
そ
の
海
か
ら
時
と
し
て
高
波
が

沿
岸
部
を
襲
う
。「
寄
り
回
り
波
」
は
、
富
山
湾
特
有
の
う
ね
り
性
の
高
波
で
あ
る
。
暴

風
に
よ
っ
て
日
本
海
北
部
で
発
生
し
た
波
が
伝
播
し
て
「
う
ね
り
」
と
な
っ
て
富
山
湾
に

侵
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
う
ね
り
は
、
海
岸
で
局
所
的
に
高
く
な
っ
た
り
、
富
山
湾
の
風

や
波
が
比
較
的
静
か
に
な
っ
た
頃
に
不
意
に
打
ち
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
古
来
よ
り
多
く

の
被
害
が
発
生
し
、
お
そ
れ
ら
れ
て
き
た
。

　

一
般
的
に
高
波
に
よ
る
被
害
は
富
山
湾
沿
岸
全
般
に
渡
っ
て
い
る
が
、
概
し
て
東
部
沿

岸
に
多
い
傾
向
に
あ
る
。「
寄
り
回
り
波
」の
場
合
は
沿
岸
部
全
般
で
は
な
く
、
伏
木
・
新

湊
地
区
と
滑
川
地
区
に
最
も
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
原
因
は
富
山
湾
の
海
底

地
形
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
富
山
湾
は
水
深
の
深
い
地
形
が
岸
近
く
ま
で
迫
っ
て
い

る
こ
と
や
、
庄
川
、
常
願
寺
川
の
河
口
南
北
に
走
る
二
大
海
底
洋
谷
が
あ
る
た
め
に
、
激

浪
が
湾
外
か
ら
せ
ま
る
と
谷
で
二
分
さ
れ
、
比
較
的
沿
岸
近
く
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰

も
少
な
く
押
し
寄
せ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
入
善
・
朝
日
で
波
が
多
く
、
氷
見
・

魚
津
で
少
な
い
の
は
海
岸
線
の
向
き
に
よ
る
と
見
ら
れ
、
波
の
打
ち
寄
せ
る
方
向
に
平
行

か
垂
直
か
に
よ
る
。

沿
岸
部
で
は
、
高
波

に
ま
つ
わ
る
伝
説
や

資
料
が
多
く
あ
る
。

入
善
の
「
竜
宮
の
お

椀
」
と
い
う
昔
話
の

な
か
で
は
、
園
家
千

軒
・
大
島
千
軒
・
村

椿
千
軒
と
呼
ば
れ
る

大
き
な
町
が
波
に
さ

ら
わ
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
泊
町
（
現
、
朝
日
町
）
は
江
戸

時
代
の
間
に
高
波
の
被
害
を
受
け
て
何
度
も
移
転
し
て
い
る
。「
寄
り
回
り
波
」
の
言
葉

が
初
め
て
史
料
上
に
現
れ
る
の
は
、
幕
末
に
伏
木
村
三
右
衛
門
（
藤
井
能
三
の
父
）
が
書

き
記
し
た
書
類
（「
八
月
九
日
寄
廻
り
高
波
ニ
而
伏
木
浦
新
波
除
御
普
請
所
川
之
内
竹
籠

損
所
御
手
入
大
綱
見
図
り
御
入
用
銀
高
書
上
申
帳
」）
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
寄

廻
り
高
波
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
こ
ろ
か
ら
高
い

波
が
伏
木
（
現
、
高
岡
市
）
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
時
代
の
進
展
に
と
も

な
っ
て
伏
木
の
町
域
が
拡
大
し
、
町
家
が
海
岸
近
く
に
進
出
し
た
結
果
、
被
害
が
拡
大
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

北
陸
は
豪
雪
地
帯
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
日
本
海

か
ら
の
湿
っ
た
大
気
が
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
多

く
の
雪
が
降
る
。
戦
前
ま
で
降
雪
の
時
期
は
、
家
の

中
で
過
ご
す
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
間
、
家
内
制
手

工
業
と
し
て
莚む

し
ろや
薦こ

も

、
蓑
作
り
な
ど
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
降
雪
に
よ
り
交
通
が
途
絶
し

て
も
、そ
れ
ほ
ど
大
き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

戦
後
、
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
工
業
化
が
進
み
、
農

村
部
か
ら
の
通
勤
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
鉄

道
・
バ
ス
の
運
行
が
増
え
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
年

代
に
入
る
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
、
機
械
除
雪
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
状
況
下
で
起
こ
っ
た
の
が
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
豪
雪
で
あ

る
。
最
深
積
雪
が
富
山
で
一
八
六
セ
ン
チ（
一
月
二
十
六
日
）、伏
木
で
二
二
五
セ
ン
チ（
一

月
二
十
七
日
）
一
月
十
日
か
ら
十
一
日
に
西
部
平
野
部
に
七
〇
セ
ン
チ
の
新
雪
が
あ
り
、

十
二
日
朝
か
ら
北
陸
線
ダ
イ
ヤ
は
大
混
乱
と
な
り
、
最
高
五
時
間
の
遅
れ
や
運
休
が
続
出

し
た
。
そ
の
後
も
雪
は
降
り
続
き
、
多
く
の
孤
立
地
区
が
発
生
し
た
。
当
時
、
県
で
は
除

昭和38年入善町吉原海岸（富山県公文書館蔵）

富山湾の海底地形（『富山県史』　現代　統計図表）

昭和38年富山市内（富山県公文書館蔵）

寄
り
回
り
波

豪
雪
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雪
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
除
雪
機
械
の
数
が
少
な
く
除
雪
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
か
っ
た
。
道
路
除
雪
は
降
雪
が
止
ん
だ
一
月
末
か
ら
大
動
脈
で
あ
る
国
道
八
号
線
を

中
心
に
進
め
ら
れ
た
が
、
二
月
七
日
に
い
た
っ
て
も
計
画
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
進
捗
率

で
あ
っ
た
。
一
方
、
民
間
の
建
設
会
社
か
ら
の
出
動
や
自
衛
隊
の
応
援
が
あ
り
、
多
く
の

県
民
に
感
謝
さ
れ
た
。「
三
八
豪
雪
」
は
高
速
除
雪
機
械
の
大
量
出
動
の
必
要
、
天
田
峠

に
代
わ
る
倶
利
伽
羅
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
、
過
密
都
市
部
通
過
の
主
要
道
路
バ
イ
パ
ス
化
な

ど
の
課
題
を
残
し
た
。

　

大
雪
は
昭
和
四
十
一
年
、
四
十
二
年
、
四
十
四
年
、
五
十
二
年
と
不
定
期
に
訪
れ
た
。

特
に
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
末
か
ら
五
十
六
年
一
月
に
か
け
て
の
積
算
積
雪
量
は
三
八
豪

雪
を
し
の
ぎ
「
五
六
豪
雪
」
と
称
さ
れ
た
。
三
八

豪
雪
以
来
、
除
雪
体
制
の
充
実
を
教
訓
と
し
て
除

雪
機
械
の
導
入
が
進
ん
で
い
た
た
め
建
設
省
や
県

市
町
村
の
対
応
は
迅
速
で
あ
っ
た
。
国
道
は
多
く

の
除
雪
機
械
を
投
入
し
、
県
内
で
の
不
通
箇
所
は

生
じ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
国
道
八
号
線
で
は
福

井
県
内
の
豪
雪
で
雪
崩
が
発
生
し
、
一
月
十
三
日

か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
に
三
回
通
行
止
め
と
な
り
、

国
道
四
一
号
線
で
は
猪
谷
―
神
岡
間
の
山
峡
で
雪

崩
が
頻
発
し
、
度
々
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
機
械

除
雪
の
徹
底
は
、
豪
雪
時
に
も
自
家
用
車
で
の
通

勤
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
休
日
に
は
地
域
住
民

総
出
の
除
雪
が
進
め
ら
れ
た
。

　

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
富
山
の
人
々
は
先
人
た
ち
の
経

験
や
知
恵
を
頼
り
に
多
く
の
災
害
を
乗
り
切
っ
て
き
た
。

　

江
戸
時
代
の
災
害
に
対
し
て
は
人
海
戦
術
が
ほ
と
ん
ど
で
、
道
具
・
器
具
が
現
代
と
比

べ
て
有
効
性
が
低
く
、人
々
の
心
構
え
や
意
識
啓
発
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

明
治
・
大
正
期
に
は
近
代
的
な
組
織
が
確
立
さ
れ
、
大
規
模
か
つ
効
率
的
に
大
人
数
が
関

わ
っ
て
災
害
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
火
災
に
対
し
て
は
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
機

械
・
器
具
の
発
達
が
著
し
く
、
破
壊
消
防
か
ら
大
量
の
水
を
か
け
て
火
を
消
す
冷
却
消
火

が
可
能
と
な
っ
た
。
昭
和
に
入
る
と
都
市
計
画
に
よ
っ
て
大
規
模
で
総
合
的
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
行
な
わ
れ
、
次
第
に
防
災
へ
と
意
識
が
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

戦
後
は
昭
和
二
十
年
代
に
災
害
が
頻
発
す
る
も
の
の
、高
度
経
済
成
長
の
中
で
都
市
化
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
な
ど
が
進
行
す
る
と
同
時
に
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

昭
和
四
十
年
代
に
は
火
災
、
水
害
と
も
に
災
害
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
今
日
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ
る
大
雨
や
土
砂
災
害
な
ど
新
た
な
災
害

が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
今
回
の
企
画
展
で
は
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
地
名
や
昔
話
も
、
災
害
を
予
知
す
る
重
要
な
目
印
と
な
ろ
う
。

　

今
こ
そ
過
去
を
も
う
一
度
ふ
り
か
え
り
、
災
害
対
応
に
お
い
て
先
人
た
ち
の
知
恵
を
活

か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最深積雪の推移（『豪雪ー五六豪雪と三八豪雪ー』）

お
わ
り
に

書　　名 編著者 出版年 発行・出版

1 『富山県史』通史編Ⅴ
近代上 富山県 1981 富山県

2 『富山県史』通史編Ⅵ
近代下 富山県 1984 富山県

3 『富山県史』通史編Ⅶ
現代 富山県 1983 富山県

4 『富山県消防沿革史　
大演習記念』 小山政雄 1955 富山県消防協会

5 『富山市消防史』 富山市消防史
編纂委員会 1990 富山市消防本部

6 『富山県気象災異誌』 1971 富山県・富山
地方気象台

7 『豪雪　－五六豪雪と
三八豪雪－』 富山地学会 1982 古今書院

8 『富山湾の海難と寄り
回り波』 吉田清三 1987 日本海印刷

9 『考古学リーダー２　
戦国の終焉』

木舟城シンポジ
ウム実行委員会 2004 六一書房

10
平成22年度特別企画展
「富山の治水の歴史
－近世から近代へ－」

富山県公文書館 2010 富山県公文書館

11 『日本震災史－復旧か
ら復興の歩み－』 北原糸子 2016 ちくま新書

12 『日本被害地震総覧
599-2012』 宇佐美龍夫等 2013 東京大学出版会

主要参考文献
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富山県災害年表
種　類 元　号 西　暦 月　日 場　　　　所 主な被害
地震 天正13年 1585 11月29日 近畿・中部地方 木舟城圧壊
火災 慶長14年 1609 3月18日 富山
水害 寛文11年 1671 ７月 越中 水損約14000石
火災 延宝3年 1675 3月29日 富山 焼失千数百戸
水害 延宝７年 1679 春 越中 水損約12000石
火災 享保10年 1725 ２月26日 氷見 焼失1000余戸
水害 元文3年 1738 5月13日 神通川、常願寺川 流出田畑約19000石
水害 元文3年 1738 8月19日 神通川 流出田畑約19000石
水害 天明3年 1783 6月5日 小矢部川、神通川、常願寺川 約16775戸被害
水害 天明6年 1786 8月29日 神通川、鼬川、常願寺川、庄川、小矢部川 被害約500戸
火災 天明8年 1788 5月5日 滑川 焼失1020戸
水害 寛政元年 1789 ７月29日 神通川、井田川、山田川 約2000戸被害
火災 文化元年 1804 3月4日 富山 焼失2000戸
火災 文政4年 1821 3月18日 放生津 焼失1100戸
火災 文政4年 1821 6月24日 高岡 焼失2369戸
火災 天保２年 1831 4月12日 富山 焼失8343戸
火災 天保９年 1838 3月23日 滑川 焼失1300戸
水害 天保12年 1841 ７月1日 諸川洪水 田畑流出25000石余
水害 天保13年 1842 8月26日 諸川洪水 田畑流出20000石余
火災 安政２年 1855 ２月晦日 富山 焼失5851戸
地震 安政5年 1858 ２月26日 飛騨、越中、越前、加賀 流出家屋1612戸
火災 文久3年 1863 ２月13日 富山 焼失6803戸
浪害 元治元年 1864 8月９日 伏木 湊口の防波堤破損
火災 慶応２年 1866 8月20日 富山 焼失1000戸
水害 慶応２年 1866 8月27日 神通川 浸水3000戸
水害 明治元年 1868 ９月７日 神通川 浸水2570戸
火災 明治12年 1879 3月3日 高岡 焼失2000戸
火災 明治15年 1882 5月15日 氷見 焼失1600戸
水害 明治18年 1885 4月8日 神通川 浸水1530戸
火災 明治18年 1885 5月31日 富山 焼失5925戸
水害 明治22年 1889 ７月24日 神通川 浸水1400戸
水害 明治23年 1890 10月5日 神通川 浸水約4700戸
雪害 明治24年 1891 1月18日 積雪230センチ（三日市） 倒壊35戸ほど
水害 明治24年 1891 ７月19日 神通川、常願寺川、黒部川、庄川 浸水約7500戸
水害 明治29年 1896 ７月 神通川、庄川 浸水約7500戸
水害 明治31年 1898 6月 神通川、常願寺川、黒部川、庄川、小矢部川 被害約1000戸
火災 明治32年 1899 8月12日 富山 焼失4697戸
水害 明治32年 1899 ９月 庄川 浸水約1700戸
火災 明治33年 1900 6月27日 高岡 焼失3589戸

水害（台風） 明治43年 1910 ９月７日 神通川、庄川、常願寺川、黒部川 県内各地に被害
水害 明治45年 1912 ７月22日 上市川、白岩川、早月川、片貝川、黒部川、布施川 浸水約7000戸

水害（台風） 大正3年 1914 8月13日 神通川、常願寺川、白岩川、上市川など 浸水約12000戸
雪害 大正７年 1918 1月 積雪149センチ（伏木） 高岡市で圧死２名
台風 大正10年 1921 ９月26日 出漁中の漁船約150隻が遭難 死者行方不明者約115人
水害 大正15年 1926 ７月 神通川 浸水約1000戸
雪害 昭和２年 1927 1月〜２月 積雪159センチ（伏木） 列車立往生など
水害 昭和９年 1934 ７月 各河川 浸水9958戸
雪害 昭和11年 1936 1月〜3月 積雪122センチ（伏木） 交通機関運休など
火災 昭和13年 1938 ９月6日 氷見 焼失1510戸
雪害 昭和15年 1940 1月 積雪208センチ（富山） 死者行方不明者53名
雪害 昭和20年 1945 ２月26日 積雪165センチ（富山） 県内各地に被害
空襲 昭和20年 1945 8月２日 富山 被害世帯24914世帯

水害（台風） 昭和24年 1949 ９月1日 キティ台風（上新川、婦負郡で最も被害が大） 浸水約3000戸
浪害 昭和24年 1949 11月 アレン台風（新湊〜奈古間が最も被害が大） 約2500戸が高波をかぶる

水害（台風） 昭和25年 1950 ９月3日 ジェーン台風（県下全域） 住居全半壊約1000戸
水害 昭和27年 1952 ７月1日 黒部川、片貝川 浸水約16000戸

水害（台風） 昭和28年 1953 ９月25日 テス台風（県下全域） 浸水約9000戸
火災 昭和31年 1956 ９月10日 魚津 焼失1705戸
水害 昭和36年 1961 6月 沿岸部に近い平野部と黒部市東部で被害大 浸水約2200戸
雪害 昭和38年 1963 1月〜２月 積雪186センチ（富山）、225センチ（伏木） 死者13名
水害 昭和44年 1969 8月10日 黒部川、常願寺川、片貝川、早月川など 浸水約13000戸

『富山県気象災異史』を基に作成
各災害につき1000戸以上の被害があったものを取り上げた。雪害は120センチ以上の積雪量があった場合を取り上げた。
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企画展史資料一覧
史　　資　　料　　名 所　　　蔵 実物 パンフ パネル ポスター ちらし

江　

戸　

時　

代　

の　

災　

害

火消し纏などの図 富山県公文書館（浅野家文書） ○
火事にて焼死につき御検使口書写 富山県公文書館（小山家文書） ○
富山町大火の節、姫君布瀬へ来着につき覚書 富山県公文書館寄託（高安家文書） ○
町年寄大正寺屋理兵衛組火消役附 富山県公文書館（山本豊三家文書） ○
「地水見聞録」 富山県立図書館 ○ ○ ○ ○ ○
大地震による常願寺川洪水のため被害見分につき申上書 富山県公文書館（佐伯家文書） ○
「満水留」 富山県公文書館（高堂家文書） ○
徳川家康火事見舞状写 金沢市立玉川図書館近世史料館 ○ ○
加賀鳶之図 国立国会図書館 ○
火要鎮札 富山市売薬資料館 ○
石名田木舟遺跡　砂脈写真 富山県埋蔵文化財センター ○
天正地震の震度分布図（『日本被害地震総覧[599-2012]』 ○
絵葉書「神通舟橋鉄鎖切断」 個人蔵 ○ ○
江戸大地震による下賜金仰渡につき奉書 富山県公文書館（浅野家文書） ○
安政五年越中立山大鳶崩れ洪水全図 富山県公文書館（大杉家文書） ○ ○
高岡市洪水ハザードマップ 高岡市 ○
消防組規則施行細則（県報） 富山県公文書館 ○

明
治
・
大
正
期
の
災
害
と
復
興

備荒儲蓄法施行規則（富山県法規類聚） 富山県公文書館 ○
火災消防の義につき国重富山県知事の告諭（「中越新聞」
明治21年２月９日） 富山県立図書館 複製

富山日報富山大火の新聞記事（「富山日報」　明治32年８月14日） 富山県立図書館 ○
富山日報高岡大火の新聞記事（「北陸政論」　明治33年６月29日） 富山県立図書館 ○
『風俗画報　臨時増刊　第197号　諸国災害図絵』 個人蔵 ○
射水郡水害見取図 富山県公文書館 ○
震災救護に関する文書の件 富山県公文書館 ○
消防自動車写真（『消防時言』） 富山県立図書館 ○
『関東大震災画報』 国立国会図書館 ○ ○
富山県震災概況ノ件　複製 国立公文書館 複製
大久保発電所写真（『富山県写真帖』） 富山県公文書館 ○
関東震災全地域鳥瞰図絵 富山県公文書館（荒木家文書） ○

昭
和
の
災
害
と
都
市
計
画

五大災害比較図 富山県公文書館 ○ ○
昭和９年水害復旧（県営及補助）事業誌原稿（写真） 富山県公文書館 ○ ○
水害に対する各種団体の活動状況取調の件 富山県公文書館 ○
水害状況報告書類（写真） 富山県公文書館 ○ ○ ○ ○
富山市都市計画防火水路平面図（昭和13年） 富山県公文書館 ○ ○
火災動態並応急救護班等配置図（『氷見町大火災害誌』） 富山県立図書館 ○ ○
新湊町大火につき放生津小学校見舞い礼状 富山県公文書館 ○
富山県射水郡新湊町全図（昭和５年） 富山県公文書館 ○
県庁火災仮想警防演習実施の依命通牒 富山県公文書館 ○ ○
重要書類搬出ノ一般状況 富山県公文書館 ○
罹災救助賑恤救済 富山県公文書館 ○
昭和三陸地震の報告書（昭和８年） 富山県公文書館 ○
明治期の防火水路写真 富山市郷土博物館 ○
家ヲ建テル早道 富山県公文書館 複製
氷見都市計画事業　氷見復興土地区画整理予定図 富山県公文書館 ○

現
代
の
災
害

災害救助法の適用について（昭和31年魚津大火） 富山県公文書館 ○
第２室戸台風被害箇所図 富山県公文書館 ○
第２室戸台風の爪痕－富山県－（写真） 富山県公文書館 ○
８月豪雨災害写真　富山県・上市町（写真） 富山県公文書館 ○ ○

富
山
県
に
特

徴
的
な
災
害

八月九日寄廻り高波ニ而伏木浦新波除御普請所川之内竹
籠損所御手入大綱見図り御入用銀高書上申帳 高岡市立伏木図書館 ○

三八豪雪写真集（高波写真も含む） 富山県公文書館 ○ ○ ○ ○ ○
越中国新川郡泊町高波破損ノ図・同移転地ノ図 石川県立図書館 ○
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お問い合わせ先 富山県公文書館 〒930-0115 富山市茶屋町33-2
TEL 076（434）4050 FAX 076（434）4093 http://www.pref.toyama.jp/branches/1147/

県
立
図
書
館
●

県
立
図
書
館
前

至
高
岡

至
滑
川

城
址
大
通
り

神
通
川●

　　　埋蔵文化財
　　センター

呉羽山公園
●

富山大学 至富山I.C.

県道富山高岡線

城址公園
●

●弓道場

富 山 県
公文書館

富山駅呉羽駅

41

■ 交通機関

JR富山駅発バス ●新港東口行〈県立図書館前〉下車徒歩……………3分
                      ●高岡小杉方面行〈呉羽山公園〉下車徒歩………10分

あいの風とやま鉄道
JR北陸新幹線

富山県公文書館の設立経緯および30年のあゆみ
昭和41年７月　　「富山県史編纂要綱」制定
昭和43年４月　　総務部総務課に県史編纂専任職員配置
昭和55年　　　　総務部総務課に文書館調査費計上
昭和57年12月　　『富山県史　史料編』（全10巻）の刊行終了
昭和58年４月　　「富山県民総合計画」において公文書センターの設置を計画
昭和59年３月　　『富山県史　通史編』（全７巻）の刊行終了
昭和59年９月　　「公文書センター（仮称）」建設地を県立図書館東側の県有地に決定
昭和60年10月　　「公文書センター（仮称）」建設工事に着工
昭和61年12月　　名称を「富山県公文書館」とすることに決定
昭和62年３月　　「富山県公文書館条例」制定
　　　　　　　　富山県公文書館竣工
　　　　　　　　『富山県史　年表』刊行し県史編纂班解散
昭和62年４月　　富山県公文書館開館
同  年  ７  月　　歴史講座開設
平成63年　　　　全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）入会
平成元年　　　　企画展・古文書教室開始
平成４年　　　　古文書教室入門コースに加えて初級コースを開設
平成13年　　　　富山県歴史資料保存利用機関連絡協議会（富史料協）発足
　同　年　　　　ホームページ開設
平成14年　　　　全史料協富山大会実施
平成16年７月　　古文書110番制度開設
平成17年　　　　インターネットにて歴史文書目録検索システムの運用開始
平成18年４月　　機構改革に伴い、情報公開窓口業務は富山県庁東別館の情報公開窓口に一元化
平成22年１月　　富山県公文書館展示ホールのリニューアル
平成29年４月　　富山県公文書館開館30周年
同  年  ４  月　　全史料協広報・広聴委員会事務局担当（〜平成30年度）


